
 令和３年度 釧路市立共栄中学校が目指す学校の姿  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「信頼される学校」 

「主体的に考え、判断し、自己決定のもと行動

し、自己目標の達成や自己ベストの更新に向

け、粘り強くチャレンジする生徒の育成」 

●生徒から信頼される教師 

●保護者から信頼される教育 

●地域から信頼される学校 

めざす学校像 

学校課題 

価値基盤 

●生徒から信頼される教師 
・変化に対して柔軟に対応する教師 

・広い視野をもち、協働する教師 

・生徒の良さを引き出し、伸ばす教師 

・保護者の願いを受けとめ、子育てを支援できる教師 

●保護者から信頼される教育 
・責任をもって教育課程を説明できる学校 

・職員が一丸となって一人一人の生徒を大切にしている学校 

・保護者の願いを受け止め、学校課題に着実に取り組んで

いる学校 

●地域から信頼される学校 
・コミュニティ・スクールであることはもとより、学校は

地域と共にあることを常に意識できる学校 

・校区小学校との連携を密にし、常に開かれている学校 

①一人一台のタブレット端末や一部教科でのデジ

タル教科書を授業や放課後学習で活用します。 

②学力向上のため、視聴覚室や教室での放課後学

習や長期休業中の補習を充実させます。 

③  

④少人数指導やTT等、習熟度を考慮した学習形態

や指導内容の充実に努めます。 

⑤学習の手引きを工夫・改善し、家庭と学校が連

携することで家庭学習の習慣化を図ります。 

⑥チャレンジテスト等、オール北海道で目指す目

標との共有化を図ります。 

⑦ＣＲＴや全国学力・学習状況調査を分析し、改

善プログラムを作成、実施、検証します。 

①全教育活動で、コロナ感染者への差別や偏見は

もとより、他者への思いやりや優しさを育み、

いじめや暴力がない指導を進めます。 

②望ましい生活習慣（起床、就寝、食生活等）が

きちんとできるよう援助すると共に、礼儀作

法、服装等社会的生活習慣の確立を図ります。 

③しっかりした集団行動を身に付け、社会で通じ

る挨拶、礼儀等を身に付けさせます。 

④不登校・生徒指導・いじめ対策委員会を機能さ

せ、対処療法ではなく、いじめ・不登校を出さ

ない取組を組織的に行います。 

⑤アセスやいじめ悩み調査と連動した教育相談週

間を年２回設け、きめ細かい指導から生徒理解

を深めます。 

学力、体力の向上と健康な

体づくりを進めます（授

業、部活動、食育の充実） 

安全安心な環境づくりを進

めます（居心地の良い学級

運営、教育環境の整備） 

健全で豊かな心を育成しま

す（道徳の時間の充実と公

開） 

特別支援教育を充実させま

す（一人一人のニーズに応

じた校内支援体制の充実） 

学力の向上 生徒指導の充実 

・授業が分かりやすい     ９５％以上 

・全国学力・学習状況調査における 

平均正答率の状況     全国平均以上 

・計画的な家庭学習      ８０％以上 

・学校生活が楽しい      ９５％以上 

・ルールや礼儀を教えてくれる ９５％以上 

・不登校（年間３０日）生徒   ２％未満 

・いじめは許されないと思う生徒 １００％ 

①学校ホームページや緊急連絡メールにより、より広く情報

を発信し、学校の情報提供、教育活動の理解を深めるよう

努めます。 

②コミ・スク協議会委員、民生委員、児童委員等を学校の支

援者と位置付け、積極的に意見交換の場を設定します。 

③地域清掃等のボランティア活動に積極的に取り組むと共

に、可能な範囲で地域との交流機会を増やします。 

④参観日を学校開放日と位置付け、教育活動を積極的に公開

します。土曜活動日を年４回実施し、学校から地域への発

信の一方法とします。 

⑤ＰＴＡ活動を可能な範囲で活動し、学校と家庭でより一層

の連携を深めます。 

家庭・地域との連携 

①小中連携した教育方針、学力向上、中一ギャップ解消のた

め、小中連携協議会を活用し、以下の事業に取り組みま

す。 

＜相互授業参観・研究協議、生徒指導情報交流、出前授

業、中学校見学会等＞ 

②地域・小中学校連携で取り組む奉仕活動の実施や危機管理

等について、同一歩調で情報を共有化して取り組みます。 

③校区小学校のコミュニティ・スクールや地域児童館等との

連携を図ります。 

④日常的に機会をとらえて、小中学校の校長で情報の交流・

共有を行います。 

校区小学校との連携 

・学校の活動や様子が分かりやすい 

９０％以上 

・緊急連絡メールの加入率  １００％ 

・中学校への入学を楽しみにしている児童 

１００％ 

・校区小学校の行事等へ参加する生徒 

                 ３０％ 
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